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［一般会計予算］ 大型事業により過去最高 2

平成31年3月31日現在  人口11,115人（98.6％）／男5,475人（99.0％）・女5,640人（98.3％）  
 世帯4,187（100.0％） ※うち外国人世帯29（103.6％）　（    ）内は前年比率

飯綱町 3月定例会
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歳
入
（
収
入
）

　
自
主
財
源
の
町
税
が
約
10
億
２

４
３
０
万
円
、
基
金
か
ら
の
繰
入

金
が
11
億
３
４
１
０
万
円
、
依
存

財
源
の
地
方
交
付
税
が
31
億
７
０

０
０
万
円
、
国
庫
支
出
金
が
7
億

６
３
０
万
円
、
合
併
特
例
事
業
債

や
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
の
町
債

を
13
億
６
５
６
０
万
円
計
上
。

　３月定例会は、３月１日から22日までの22日間の会期で開催された。
　町から提案のあった条例改正や補正予算、平成31年度一般会計予算、特別会計予算など33議案を審議し、
すべて原案通り可決した。
　一般会計の歳入歳出総額は、86億4,000万円となり、前年度に比べ９億7,000万円増（12.6％増）となった。

86億4,000万円（前年度比12.6％増）

地
方
債（
町
債
）現
在
高
の
状
況

　

前
年
度
決
算
見
込
み
に
比
べ
て
７
億
７
３
０

１
万
円
の
増
。

　

平
成
31
年
度
の
町
民
１
人
当
た
り
の
地
方
債

残
高（
見
込
み
）は
、一般
会
計
で
約
69
万
円
、一般

会
計
、特
別
会
計
等
の
合
計
で
約
１
３
２
万
５

千
円
。

町債（借金）と基金（貯金）の推移
町債� （単位：百万円）

項目 H27 H28 H29 H30 H31予算

一般会計小計 6,860 7,147 7,140 6,947 7,720

特別会計小計 9,183 8,566 8,210 7,600 7,089

合計 16,043 15,713 15,350 14,547 14,809

基金�
財政調整 1,883 1,848 1,706 1,415 752

減債 755 866 1,037 1,278 1,217

地域振興 1,037 998 969 917 874

その他 1,050 1,302 1,250 1,341 1,017

年度末残高 4,725 5,014 4,962 4,951 3,860

特別会計 454 484 508 524 501

総計 5,180 5,498 5,470 5,475 4,360

町税
10億2,434万円

繰入金
11億3,413万円

その他一般財源
5億3,176万円

地方交付税
31億7,000万円

譲与税・交付金
3億4,817万円

町債
13億6,560万円

国庫支出金
7億630万円

県支出金
3億5,967万円

歳入
86億4,000万円

自

依
存
財
源

主
財
源

（31.1％）

（68.9％）

自主財源
町で集めたお金
26億9,024万円

町民税や固定資産
税など町民の皆さん
から納められる税金

基金（貯金）から
おろしたお金

行政の格差をなくすため
に国から交付されたお金

国や金融機関
から借りるお金

国からの補助金など

県からの補助金など

依存財源
国、県、借入金などに
頼ったお金

59億4,976万円
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31
年
度  

一
般
会
計
予
算

歳
出
（
支
出
）

　
第
２
次
総
合
計
画
の
「
飯
綱
町

ら
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
」

を
実
現
す
る
た
め
、
庁
舎
建
設
や

地
方
創
生
事
業
の
実
施
に
よ
り
総

務
費
が
12
・
２
％
の
増
、
防
災
行

政
無
線
デ
ジ
タ
ル
化
事
業
に
よ
り

消
防
費
が
91
・
５
％
の
増
、
土
木

費
が
41
・
４
％
の
増
、
農
林
水
産

業
費
が
17
・
３
％
の
増
、
公
債
費

が
10
・
４
％
増
加
で
昨
年
よ
り

12
・
６
％
増
加
。

大型事業実施により過去最高
庁舎建設や防災行政無線デジタル化など
若者住宅建設、飯綱町版総合戦略事業の人口増対策にも力

31年度予算

� （単位：千円）

会計名 31年度予算額 30年度予算額
からまつの丘地区汚水処理場	
管理事業 1,746 1,732

訪問看護ステーション 47,257 54,378

国民健康保険事業 1,358,819 1,344,916

後期高齢者医療 156,093 154,009

介護保険事業 1,253,163 1,189,567

農業集落排水事業 370,984 367,430

飯綱公共下水道事業 564,001 280,989

住宅地造成事業 2,700 2,200
小計 3,754,763 3,405,938

水道事業 633,578 576,889

病院事業 2,722,214 2,678,930
小計　　　 3,355,792 3,255,819

平成31年度　特別会計・企業会計当初予算

歳出
86億4,000万円

総務費
21億2,558万円教育費

7億421万円

民生費
14億7,886万円

農林水産業費
9億2,478万円

土木費
8億4,529万円

消防費
6億9,524万円

その他支出金
9,651万円

公債費
8億9,622万円

商工費
1億3,773万円

衛生費
7億3,553万円

町全体に係る運営費等

福祉、医療費、
保育費等

ゴミ、斎場費、北信衛生等

観光や商工業の
振興費等

道路や橋、河川
の整備維持費等

町債として借りた
お金の返済等

給食や幼稚園、小・
中学校、文化交流、
スポーツ施設の維
持管理費等

賛
成
討
論  

︱ 

伊
藤 

ま
ゆ
み

　

生
活
支
援
、
子
育
て
支
援

の
充
実
、
教
育
環
境
の
整
備

な
ど
評
価
す
る
。
指
定
管
理

者
へ
東
高
原
ゴ
ル
フ
場
の
損

失
補
償
の
算
出
根
拠
を
明
確

に
す
べ
き
。

賛
成
討
論  

︱ 

風
間 

行
男

　

31
年
度
飯
綱
町
一
般
会
計
、

特
別
会
計
及
び
企
業
会
計
予

算
、
庁
舎
建
設
、
六
次
産
業
化
、

道
路
新
設
改
良
、
小
中
学
校

に
エ
ア
コ
ン
設
置
、
町
民
の

要
望
に
応
え
た
内
容
。
よ
っ

て
賛
成
。

31
年
度  

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

反
対
討
論  

︱ 

伊
藤 

ま
ゆ
み

　

所
得
の
少
な
い
75
歳
以
上

の
方
を
対
象
と
し
た
制
度

で
、
制
度
そ
の
も
の
に
反
対

だ
。
軽
減
率
の
見
直
し
に
よ

り
、
影
響
を
受
け
る
方
へ
の

支
援
が
な
い
。

（3）長野県　飯綱町議会だより
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予算審査 · 主な質疑
32 ～ 33年度の債務負担行為は8億8195万円

4.安全
� 25億9031万円

5.安心
� 16億1150万円

6.交流
� ４億4002万円

⃝�インフラ、公共施設
⃝�安全対策
⃝�行財政対策

⃝�子育ち、子育て
⃝�福祉　　⃝�健康
⃝�公共交通

⃝�地域交流
⃝�情報発信
⃝�都市との交流

主な事業 主な事業 主な事業
⃝�職員研修費
� 265万円
⃝�庁舎建設　
� ５億4668万円
⃝�ふるさと納税
� 6105万円
⃝�防災無線デジタル化
� ３億6391万円
⃝�橋梁長寿命化修繕
� 1500万円
⃝�地方道改修
� ２億1500万円
⃝�福井団地簡易郵便局外壁補修
� 110万円

⃝�ｉバスへのくるるICカード導入�
� 1093万円
⃝�しなの鉄道車両と枕木更新の負
担金�
� 1251万円
⃝�町内拠点間巡回バス等構築検
討及び実証実験�
� 900万円
⃝�予防接種（インフルエンザ・お
たふく一部助成）�
� 3447万円
⃝�もっと自分らしく輝くiママ事業
� 2734万円

⃝�しごとの創業・交流拠点整備（旧
三水第２小）�
� １億1124万円
⃝�廃校を活用した地域住民交流
促進（旧牟礼西小）�
� １億4084万円
⃝�原田地区公有財産購入�
� １億6872万円
⃝�健康スポーツエリア整備費�
� 1998万円
⃝�都市部住民や企業等を対象とし
たヘルスツーリズム等の構築及
び実証実験�
� 1700万円

関連質疑 関連質疑 関連質疑
Ｑ 

廃
校
を
活
用
し
た
地
域

住
民
交
流
事
業
で
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
の
整
備
後
は

町
民
優
先
の
利
用
に
な

る
の
か
。

Ａ 

パ
ル
セ
イ
ロ
さ
ん
と
の

協
定
も
あ
る
の
で
調
整

が
必
要
と
な
る
が
、
工

夫
し
て
有
効
に
活
用
し

た
い
。

意 

見
ｉ
バ
ス
は
導
入
当
時

に
全
国
的
に
注
目
を
浴

び
た
事
業
。
さ
ら
に
進

化
し
た
ｉ
バ
ス
事
業
に

し
て
ほ
し
い
。

Ｑ 

橋
梁
修
繕
の
実
施
設
計

費
が
約
１
５
０
０
万
円

と
の
こ
と
だ
が
、
３
橋

分
と
考
え
て
よ
い
か
。

Ａ 

３
橋
分
を
見
込
ん
で
い

る
。
鳥
居
新
橋
が
か
な

り
の
金
額
に
な
り
そ
う

な
の
で
先
行
し
て
入
札

し
、
そ
の
後
に
２
橋
と

考
え
て
い
る
。

牟礼西小グラウンドiバス鳥居新橋

第 54 号（4）
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施
策



平成31年度重点事業
今年度、庁舎建設事業に5億4668万円

予算審査 · 主な質疑
32 ～ 33年度の債務負担行為は8億8195万円

1.自然
� ２億6688万円

２.学ぶ
� ６億9792万円

３.創出
� ６億1987万円

⃝�自然を守る
⃝�自然に親しむ

⃝�教育
⃝�スポーツ、芸術、文化
⃝�自ら学び自己を高める

⃝�農業
⃝�商工業
⃝�観光

主な事業 主な事業 主な事業
⃝�自然の中の暮らし魅力想像発信
（旧牟礼西小拠点整備）�
� １億923万円
⃝�公害対策�
� 470万円
⃝�生ごみ処理器等購入補助、可
燃ごみ収集運搬業務�
� 559万円
⃝�長野広域ごみ処理計画に基づ
く施設建設負担金�
� 3971万円
⃝�不法投棄対策�
� 120万円

⃝�牟礼小学校駐車場整備工事
� 2251万円

⃝�ふれあいパークマレットゴルフ
場整備工事�
� 1888万円
⃝�町民会館（エアコン入れ替え、
トイレ改修等）�
� 1991万円
⃝�中学校開放施設管理運営図書
館、書籍代�
� 120万円

⃝�地域農業担い手育成支援�
� 1610万円

⃝�農作物有害鳥獣対策�
� 1338万円

⃝�信州大学、長野大学と連携した
機能性食品等開発�
� 216万円

⃝�農業拠点施設整備（三本松）�
� １億4093万円
⃝�プレミアム商品券発行�
� 1200万円
⃝�東高原ゾーン整備事業�
� 4236万円

関連質疑 関連質疑 関連質疑
Ｑ 

世
界
に
誇
る
力
強
い
産

業
形
成
事
業
に
お
け
る

補
償
金
９
４
５
万
円
の

詳
細
は
。

Ａ 

三
本
松
へ
の
直
売
所
建

設
計
画
に
お
い
て
、
地

権
者
が
所
有
し
て
い
る

リ
ン
ゴ
や
桃
の
立
木
補

償
料
で
あ
る
。

Ｑ 

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
整

備
工
事
に
つ
い
て
、
新

設
さ
れ
る
マ
レ
ッ
ト
ゴ

ル
フ
場
は
湿
地
を
避
け

て
作
る
の
か
。

Ａ 

一
部
に
湿
地
は
あ
る

が
、
整
備
す
る
こ
と
に

よ
り
コ
ー
ス
と
す
る
予

定
。

Ｑ 

水
き
り
バ
ケ
ツ
と
は
ど

う
い
う
も
の
か
。
購
入

し
た
場
合
に
補
助
と
い

う
こ
と
か
。

Ａ 

バ
ケ
ツ
に
水
切
り
網
が

つ
い
た
も
の
。
水
切
り

ネ
ッ
ト
で
も
対
応
で
き

る
と
思
う
が
、
水
を
切

る
た
め
に
購
入
し
た
場

合
、
補
助
を
す
る
。

三本松直売所予定地マレットゴルフ場予定地ぼかし容器兼水きりバケツ

（5）長野県　飯綱町議会だより

重
点
施
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商
工
費

東
高
原
ゴ
ル
フ
場
の	

	

損
失
補
償
額
再
考
を

質
問 

27
年
度
か
ら
の
平
均
で

は
な
い
の
か
。

回
答 

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
リ
ゾ
ー

ト
と
の
交
渉
の
結
果
で
あ
る
が
、

決
算
数
値
確
定
後
に
再
考
し
た

い
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ハ
ー
フ
マ

ラ
ソ
ン
国
際
大
会
実
施
へ

質
問 

日
本
初
の
国
際
大
会
だ

が
、
宿
泊
施
設
は
足
り
る
の
か
。

回
答 

ペ
ン
シ
ョ
ン
と
富
士
通

貨
客
混
載
の
状
況
は

質
問 

現
状
と
今
後
の
取
組
は
。

回
答 

概
ね
順
調
。
長
野
電
鉄

か
ら
事
業
終
了
の
申
出
は
な
い
。

買
物
代
行
の
取
組
は

質
問 

買
物
代
行
の
現
状
と
今

後
の
取
組
は
。

回
答 

組
織
が
難
し
く
、
他
町

村
を
参
考
で
き
な
い
か
と
考
え

て
い
る
。
10
年
20
年
を
見
越
し

て
仕
組
み
を
作
り
た
い
。

農
林
水
産
業
費

信
大
い
ち
ご
の
見
通
し
は

質
問 

信
大
と
連
携
し
実
証
中

の
夏
秋
い
ち
ご
は
、
一
般
農
家

も
参
画
し
て
い
く
見
通
し
は
。

回
答 

収
量
の
デ
ー
タ
分
析
を

行
い
、
そ
の
後
農
家
へ
提
示
し

て
い
く
。

質
問 

農
家
へ
の
普
及
時
は
、

補
助
を
考
え
て
い
る
か
。

回
答 

い
ち
ご
の
苗
を
供
給
し

て
い
る
民
間
企
業
が
、
町
に
拠

点
を
置
き
た
い
と
の
意
向
も
あ

る
。
実
証
実
験
の
結
果
を
踏
ま

え
検
討
し
た
い
。

し
な
の
鉄
道
イ
ベ
ン
ト
列

車　
町
外
の
方
も
対
象
に

質
問 

し
な
の
鉄
道
の
イ
ベ
ン

ト
列
車
は
、
町
民
対
象
だ
が
、

交
流
人
口
を
増
や
す
た
め
、
町

外
の
人
も
対
象
に
し
た
ら
ど
う

か
。回答 

今
後
は
、
申
込
み
の
状

況
を
見
な
が
ら
検
討
し
た
い
。

し
な
の
鉄
道
車
両
更
新
に

負
担
金

質
問 

８
年
間
で
何
台
の
車
両

を
買
う
の
か
。
町
の
負
担
率
は
。

回
答 

52
車
両
を
購
入
予
定
。

購
入
費
は
約
１
０
０
億
円
で
、

５
・
２
％
の
負
担
。

ｉ
バ
ス
事
業
の
見
通
し
は

質
問 

利
用
者
は
増
え
て
い
る

か
。回答 

高
齢
者
の
免
許
保
有
率

が
高
ま
っ
て
い
る
た
め
、
利
用

者
は
減
っ
て
い
る
。

質
問 

利
用
率
を
高
め
る
た
め

の
方
策
を
考
え
て
い
る
か
。

回
答 

３
月
末
ま
で
１
回
２
０

０
円
で
乗
っ
て
も
ら
え
る
実
証

実
験
を
し
て
お
り
、
結
果
を
見

て
今
後
の
方
向
性
を
出
し
て
い

き
た
い
。

総
務
費

交
通
共
済
公
費
負
担 

 

70
歳
以
上
へ
も
拡
大
へ

質
問 

交
通
災
害
共
済
推
進
事

業
で
、
公
費
加
入
対
象
者
の
拡

大
の
理
由
は
。

回
答 

見
舞
金
を
申
請
す
る
方

の
傾
向
が
、
若
者
層
か
ら
高
齢

者
層
に
変
化
し
て
い
る
こ
と
と
、

近
隣
自
治
体
の
高
齢
者
等
へ
の

公
費
負
担
が
増
え
て
い
る
た
め
。

庁
舎
建
設
14
億
円
の	

	

理
由
は

質
問 

従
来
10
億
円
で
と
い
う

こ
と
で
あ
っ
た
。
総
額
で
14
億

円
程
度
と
説
明
が
あ
っ
た
が
、

増
え
た
理
由
は
何
か
。

回
答 

10
億
円
は
、
目
標
金
額
。

来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を

前
に
、
建
設
単
価
が
上
が
っ
て

い
る
。
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
解
体
、

庁
舎
と
そ
の
周
り
の
外
構
、
車

庫
等
を
含
め
11
億
円
強
の
見
込

み
。
他
に
建
物
等
の
補
償
や
上

下
水
道
の
布
設
替
え
、
宿
直
室

の
仮
設
な
ど
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
で
は
、
地
中
熱
を
予
定

し
て
い
る
。

▲	1日30パックの収穫（いちご実証実験）

第 54 号（6）

予
算
審
査

予算審査
庁舎建設、三本松への直売所建設

町道新設改良費の増など住民要望実現へ



た
。
シ
ル
バ
ー
委
託
に
す
る
こ

と
で
、
回
収
ま
で
や
っ
て
い
た

だ
く
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

教
育
費

通
学
路
に
防
犯
カ
メ
ラ

を
設
置

質
問 

設
置
に
よ
り
、
住
民
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
る

恐
れ
は
な
い
か
。

回
答 

録
画
デ
ー
タ
の
利
用
は
、

人
命
の
危
険
に
か
か
わ
る
時
の

み
と
す
る
よ
う
規
定
し
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
の
侵
害
が
な
い
よ
う

運
用
す
る
。

給
食
調
理
員
の
待
遇
は

質
問 

町
の
調
理
員
は
、
野
菜

を
手
で
切
る
な
ど
、
他
市
町
村

よ
り
作
業
が
か
な
り
大
変
だ
。

近
隣
市
町
村
と
比
べ
賃
金
は
ど

う
か
。

回
答 

毎
年
、
賃
金
の
見
直
し

を
行
い
段
階
的
に
引
き
上
げ
て

い
る
。
信
濃
町
よ
り
は
高
い
が
、

長
野
市
よ
り
は
安
い
の
で
、
長

野
市
に
近
づ
け
た
い
。

衛
生
費

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ		
	

予
防
接
種
対
象
者
拡
大

質
問 

拡
大
さ
れ
る
対
象
者
は
。

ワ
ク
チ
ン
単
価
と
対
象
人
数
は
。

回
答 

１
歳
か
ら
18
歳
ま
で
で
、

接
種
率
75
％
と
想
定
し
１
１
０

０
人
を
見
込
ん
で
い
る
。
ワ
ク

チ
ン
の
単
価
は
４
５
０
０
円
程

度
と
想
定
し
、
一
人
１
回
自
己

負
担
１
０
０
０
円
と
し
、
残
り

を
補
助
す
る
。

資
源
ご
み
の
流
れ
の	

	

周
知
を

質
問 

分
別
し
た
資
源
ご
み
の

処
理
の
流
れ
を
、
町
民
に
知
ら

せ
て
ほ
し
い
。

回
答 

衛
生
組
合
長
会
で
は
、

資
料
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。

町
民
に
も
周
知
し
た
い
。

意
見 

分
別
へ
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
に
つ
な
が
る
。
流
れ
が
見

え
る
こ
と
は
大
事
だ
。

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル

	

を
シ
ル
バ
ー
委
託
へ

質
問 

不
法
投
棄
パ
ト
ロ
ー
ル

費
用
の
内
容
は
。

回
答 

今
ま
で
は
監
視
員
か
ら

の
通
報
で
、
町
で
回
収
し
て
い

ど
う
な
る
保
育
園
の	

	

給
食
費

質
問 

給
食
費
と
時
間
外
保
育

料
無
料
化
の
予
定
は
。

回
答 

保
育
料
は
、
３
歳
以
上

児
が
無
償
化
に
な
る
。
今
ま
で

は
、
保
育
料
に
副
食
費
が
含
ま

れ
て
い
た
た
め
、
そ
れ
も
無
料

に
す
る
か
は
、
こ
れ
か
ら
検
討

す
る
。

　
時
間
外
保
育
料
も
こ
れ
か
ら

検
討
す
る
。

原
材
料
支
給
事
業		

	

い
つ
ま
で

質
問 

事
業
が
終
わ
る
目
安
は
、

い
つ
ま
で
か
。

回
答 

三
水
地
区
で
は
、
農
道

な
ど
も
舗
装
の
箇
所
が
多
く
残

っ
て
お
り
、
当
分
は
継
続
の
必

要
が
あ
る
。

民
生
費

透
析
患
者
に
通
院
費
助
成

質
問 

申
請
方
法
と
対
象
者
数

は
。答弁 

申
請
書
類
に
よ
る
申
請

が
必
要
で
、
支
払
い
は
８
月
、

12
月
、
３
月
。
対
象
者
は
、
市

町
村
民
税
非
課
税
世
帯
で
11
人

程
度
を
見
込
ん
で
い
る
。

質
問 

交
付
金
額
は
。

回
答 

公
共
交
通
機
関
や
自
家

用
車
等
に
要
し
た
経
費
の
50
％
。

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は

	

町
外
者
も
受
け
入
れ
へ

質
問 

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
広
域
で
利
用
す
る
と
い
う

考
え
か
。

答
弁 

町
外
者
の
利
用
も
受
け

入
れ
た
い
。

総
合
セ
ン
タ
ー
で
、
宿
泊
パ
ッ

ク
を
考
え
て
い
る
。

　
ど
れ
ほ
ど
の
規
模
に
な
る
か

は
、
予
測
が
つ
か
な
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券	

	
実
施
を

質
問 

一
般
へ
も
拡
大
す
る
と

の
こ
と
だ
が
、
詳
細
は
。

回
答 

国
の
施
策
で
行
わ
れ
る

と
低
所
得
者
と
子
育
て
世
帯
５

０
０
０
円
の
商
品
券
を
４
０
０

０
円
で
一
世
帯
５
セ
ッ
ト
を
９

０
０
世
帯
分
予
定
。
一
般
は
、

６
０
０
０
円
の
商
品
券
を
５
０

０
０
円
で
一
世
帯
５
セ
ッ
ト
を

１
１
０
０
世
帯
分
予
定
。

土
木
費

３
橋
梁
を
改
修
へ

質
問 

改
修
す
る
橋
梁
は
ど
こ

か
。回答 

３
年
か
け
て
橋
の
点
検

は
す
べ
て
終
了
。
早
め
に
改
修

す
べ
き
橋
は
、
８
～
９
橋
。
予

算
の
３
橋
は
、
役
場
前
の
鳥
居

大
橋
、
三
水
庁
舎
に
入
る
斑
尾

大
橋
、
西
黒
川
の
丸
山
橋
。

▲	保育料無償化　給食費は？

（7）長野県　飯綱町議会だより

予
算
審
査



陳
情
第
２
号

奥
山
等
の
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ

放
置
人
工
林
を
、
森
林
環

境
譲
与
税
（
仮
称
）
で
順

次
計
画
的
に
皆
伐
を
進
め
、

天
然
林
に
戻
す
こ
と
を
求

め
る
陳
情 

︱
不
採
択

反
対
討
論  

︱ 

荒
川 

詔
夫

　

放
置
林
の
皆
伐
に
よ
り
、

灌
木
・
笹
・
つ
る
が
繁
茂
す
る
。

反
対
討
論  

︱ 

目
須
田 

修

　

国
が
、
推
進
し
て
き
た
針

葉
樹
主
体
の
政
策
は
、
本
来

森
づ
く
り
と
は
異
な
る
。
ま

た
、
反
対
意
見
の
デ
ー
タ
に

も
間
違
い
が
あ
り
議
論
不
足
。

よ
っ
て
、
審
議
の
継
続
を
求

め
る
。

常
任
委
員
会
で
の
討
論

反
対
討
論

　
次
の
理
由
か
ら
反
対
す
る
。

①
皆
伐
で
は
な
く
、
間
伐
を

す
る
こ
と
で
、
針
葉
樹
の
根

茎
を
成
長
さ
せ
、
災
害
防
止

と
な
る
。

②
下
層
植
生
の
な
い
林
は
、

皆
伐
に
よ
り
土
砂
崩
落
の
危

険
が
増
す
。

常
任
委
員
会
で
の
審
査

質
問 

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

を
維
持
し
て
い
く
に
は
、
ど
う

し
た
ら
良
い
か
。

回
答 

年
金
だ
け
の
所
得
に
頼

っ
て
い
る
方
々
は
、
日
々
の
生

活
に
困
窮
し
て
い
る
状
況
だ
。

国
民
健
康
保
険
と
の
関
連
と
税

制
上
の
仕
組
み
を
変
え
る
か
、

国
庫
負
担
金
を
増
や
す
か
、
税

の
使
途
の
配
分
割
合
を
変
え
る

し
か
な
い
の
で
は
な
い
か
。

賛
成
討
論  

︱ 

渡
邉 

千
賀
雄

　

高
齢
者
の
27
％
が
貧
困
状

態
。
誰
も
が
高
齢
者
と
な
り
、

老
後
の
現
実
を
考
え
る
と
、

負
担
は
低
く
安
定
し
た
医
療

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
賛
成
。

反
対
討
論  

︱ 

目
須
田 

修

　

国
の
財
政
は
問
題
が
あ
る

が
、
医
療
保
険
制
度
を
維
持

し
て
い
く
に
は
皆
が
少
し
ず

つ
努
力
し
て
い
く
べ
き
。
自

己
の
健
康
管
理
に
加
え
、
医

療
を
受
け
る
側
の
少
々
の
負

担
は
必
要
。

賛
成
討
論  

︱ 

伊
藤 

ま
ゆ
み

　

窓
口
負
担
の
増
は
、
受
診

抑
制
に
つ
な
が
り
重
篤
化
し
、

医
療
費
が
増
え
る
。

　

国
は
、
文
化
的
で
最
低
限

度
の
生
活
を
保
障
す
べ
き
だ
。

30
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算 

（
第
８
号
） 
︱
可
決

　
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
計
画

未
達
成
な
ど
に
よ
り
、
既
定
の

予
算
を
３
億
６
５
８
１
万
円
減

額
し
、
総
額
78
億
４
５
３
０
万

円
と
す
る
も
の
。

主
な
補
正
内
容

債
務
負
担
行
為　
補
正　

庁
舎
建
設
事
業
を
31
年
度
に
送

る
こ
と
に
よ
り
廃
止

歳
出

庁
舎
建
設
事
業
工
事
の
請
負
費

 

▲
３
億
３
５
６
０
・
６
万
円

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金

 

▲
２
８
０
０
万
円

小
・
中
学
校
の
情
報
シ
ス
テ
ム

費
Ｗ
ｉ
︱
Ｆ
ｉ
不
認
可
に
よ
る

教
育
費
の
減
額

 

▲
１
９
９
０
・
５
万
円

小
・
中
学
校
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
等

の
交
換

 

４
４
１
８
・
１
万
円

庁舎建設
事業

次年度へ
３億３５６０万円

▲診察を待つ人たち（電子カルテが導入された飯綱病院）

　
75
歳
以
上
の
医
療
費
窓
口
負

担
を
、
１
割
か
ら
２
割
へ
の
議

論
が
経
済
財
政
諮
問
会
議
（
内

閣
府
）、財
政
制
度
審
議
会
（
財

務
省
）
及
び
社
会
保
障
審
議
会

（
厚
労
省
）
で
行
わ
れ
て
お
り
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
医
療
関
係
団
体

か
ら
慎
重
な
意
見
が
相
次
い
で

い
る
。
高
齢
者
の
生
活
と
健
康

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
し
、

国
に
意
見
書
提
出
を
求
め
る
も

の
。賛

成
討
論  

︱  

大
川 

憲
明

　

町
の
後
期
高
齢
者
は
、
２

月
末
２
１
７
８
名
で
１
割

負
担
が
２
１
１
０
名
で
あ
る
。

こ
の
方
々
の
た
め
に
制
度
を

守
る
べ
き
だ
。

反
対
討
論  

︱ 

青
山 

弘

　

財
源
不
足
を
国
債
の
発
行

で
補
う
の
は
、
将
来
世
代
へ

の
「
つ
け
」
回
し
。
世
代
間

の
負
担
の
公
平
に
つ
い
て
は
、

現
役
世
代
が
不
公
平
感
を
強

く
訴
え
て
い
る
。

請
願
第
２
号

75
歳
以
上
の
医
療
費
負
担
の
原
則
２
割
化
に
反
対

す
る
意
見
書
採
択
に
つ
い
て
の
請
願
︱
不
採
択

第 54 号（8）

補
正
予
算

請
願
・
陳
情



　
最
低
賃
金
は
、
最
も
高
い
東

京
と
最
も
低
い
地
方
と
の
差
が

２
２
４
円
で
、
労
働
力
の
地
方

か
ら
の
流
出
を
招
き
地
方
経
済

を
疲
弊
さ
せ
て
い
る
。

　
中
小
企
業
へ
の
助
成
や
融
資
、

仕
事
お
こ
し
や
単
価
改
善
に
つ

な
が
る
施
策
を
拡
充
す
る
と
同

時
に
最
低
賃
金
を
改
善
す
る
こ

と
は
、
景
気
刺
激
策
と
し
て
有

効
と
し
、
国
に
意
見
書
の
提
出

を
求
め
る
も
の
。

本
会
議
で
の
討
論

賛
成
討
論  

︱  

原
田 

重
美

　

低
所
得
世
帯
の
生
活
保
障

は
不
十
分
。
地
方
の
人
口
減

少
は
、
中
央
と
の
賃
金
格
差

拡
大
で
若
者
が
地
方
に
定
着

し
な
い
こ
と
も
一
つ
の
背
景
。

陳
情
の
趣
旨
は
妥
当
。

賛
成
討
論  

︱  

渡
邉 

千
賀
雄

　

日
本
経
済
の
根
本
を
支

え
、
経
済
を
立
て
直
す
方
法・

道
で
あ
り
、
当
議
会
で
も
昨

年
の
３
月
議
会
で
同
様
の
陳

情
・
意
見
書
を
採
択
し
て
い

る
。

反
対
討
論  

︱  

原
田 

幸
長

　

最
低
賃
金
は
、
最
低
賃
金

審
議
会
で
決
定
さ
れ
、
長
野

県
は
改
定
前
よ
り
18
円
増
の

７
４
６
円
。
今
す
ぐ
１
０
０

０
円
以
上
に
引
き
上
げ
る
こ

と
は
性
急
で
あ
る
。

賛
成
討
論  

︱  

荒
川 

詔
夫

　

最
賃
引
上
げ
は
、
多
く
の

労
働
者
の
処
遇
改
善
に
つ
な

が
り
、
消
費
拡
大
に
よ
る

経
済
好
循
環
が
期
待
で
き
る
。

併
せ
て
、
中
小
企
業
支
援
拡

大
を
求
め
て
い
る
。

反
対
討
論  

︱  

瀧
野 

良
枝

　

賃
金
改
善
の
趣
旨
に
は
同

意
。
中
小
企
業
へ
の
支
援
策

が
不
明
確
。「
即
時
に
一
律

１
０
０
０
円
に
値
上
げ
」
は

地
方
の
企
業
経
営
圧
迫
の
事

態
を
招
き
か
ね
な
い
。

賛
成
討
論  

︱  

目
須
田 

修

　

中
小
及
び
零
細
企
業
の
労

働
力
は
安
定
し
た
状
況
に

な
く
、
東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の

人
材
は
限
ら
れ
て
き
て
い
る
。

最
低
賃
金
の
改
善
は
労
働
力

不
足
の
解
消
策
と
し
て
必
要
。

常
任
委
員
会
で
の
審
査

質
問 

中
小
企
業
と
は
、
ど
の

範
囲
を
指
し
て
い
る
か
。

回
答 

中
小
零
細
企
業
、
個
人

自
営
業
者
ま
で
と
考
え
て
い
る
。

質
問 

中
小
零
細
企
業
で
は
最

低
賃
金
８
２
１
円
が
限
界
で
、

そ
れ
を
上
げ
る
と
経
営
で
き
な

い
の
で
は
な
い
か
。

回
答 

フ
ラ
ン
ス
の
例
で
は
、

社
会
保
障
費
の
事
業
主
負
担
の

軽
減
。
16
％
の
最
低
賃
金
の
引

上
げ
を
行
っ
た
韓
国
で
は
、
中

小
企
業
向
け
の
人
件
費
の
直
接

支
援
。
ア
メ
リ
カ
で
は
、
中
小

企
業
へ
の
減
税
を
行
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
措
置
を
、
セ
ッ

ト
で
求
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

常
任
委
員
会
で
の
討
論

反
対
討
論

　

全
国
一
律
と
な
れ
ば
、
生

活
格
差
も
あ
る
中
で
中
小
企

業
や
農
家
の
臨
時
季
節
雇
用

主
に
と
っ
て
時
給
１
０
０
０

円
は
大
変
。
し
た
が
っ
て
、

全
国
一
律
で
は
な
く
、
生
活

圏
に
あ
っ
た
時
間
給
に
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
よ
っ
て
今

回
の
陳
情
に
は
反
対
で
あ
る
。

賛
成
討
論

　

労
働
力
が
地
方
か
ら
流

出
し
、
都
市
部
で
若
者
人

口
が
増
加
し
て
い
る
の
は
最

低
賃
金
が
高
い
都
府
県
で
あ

る
。
外
国
人
労
働
者
も
高
い

賃
金
と
仕
事
を
都
市
部
に
求

め
、
地
方
か
ら
出
て
行
っ
て

し
ま
う
。
地
域
間
格
差
の
是

正
と
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

が
必
要
。
政
府
が
言
う
よ
う

に
３
％
ず
つ
引
き
上
げ
て
い

く
こ
と
が
妥
当
で
あ
り
、
政

治
的
決
断
で
労
働
環
境
改
善

と
地
域
経
済
の
向
上
を
目
指

す
べ
き
で
あ
る
。

▲中小企業の支援策と同時進行で最低賃金の改善を

反
対
討
論  

︱  

風
間 

行
男

　

最
低
賃
金
全
国
一
律

１
０
０
０
円
は
零
細
企
業
の

死
活
問
題
。
大
企
業
の
正
規

社
員
の
拡
大
、
賃
上
げ
し
や

す
い
環
境
を
整
え
る
べ
き
。

陳
情
第
３
号

「
最
低
賃
金
の
改
善
と
中
小
企
業
支
援
の
拡
充

を
求
め
る
意
見
書
」
の
採
択
を
求
め
る
請
願

常
任
委
員
会
で
は
不
採
択
も 

本
会
議
で
は
採
択

（9）長野県　飯綱町議会だより

陳
　
情



3月定例会　議案に対する各議員の賛否結果　（○�賛成���●�反対���欠�欠席）［関連記事23p］

種別 議　　案　　名 表決
結果

議案

北部衛生施設組合規約の変更について（ごみ処理業務終
了のため） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

新町建設計画の変更について（合併特例債の発行期限
再延長のため、計画の期間を37年度まで延長） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

飯綱町牟礼駅前広場条例（新しく整備したため） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

飯綱町駐車場条例の一部を改正する条例（一部有料駐車
場整備したため） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

飯綱町国民健康保険税条例の一部を改正する条例（上限
額を３万円引上げ、61万円に軽減を拡大する） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

飯綱町社会体育等施設条例の一部を改正する条例（旧
牟礼西小、旧三水第二小のグラウンドを外す） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

飯綱町給水条例の一部を改正する条例（水道事業の工事
監督者及び水道技術者に関する規定を加える） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成30年度飯綱町一般会計補正予算（第8号）（３億
6581万円の減、庁舎建設工事を31年度としたため、など） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成30年度飯綱町からまつの丘地区汚水処理場管理事
業特別会計補正予算（第1号）（汚水処理施設管理費削
減のため）

可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成30年度飯綱町後期高齢者医療特別会計補正予算
（第1号）（広域連合納付金増） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ● ○ ○ －

飯綱町介護保険事業特別会計補正予算（第3号）（保険給
付費増のため） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成31年度飯綱町一般会計予算 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

平成31年度飯綱町農業集落排水事業特別会計予算 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

飯綱町特別職の職員で非常勤の者の報酬及び費用弁償に
関する条例の一部を改正する条例（地域おこし協力隊員、地
域支援員の報酬の見直し）

可決 欠 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

工事変更請負契約の締結について（多世代交流施設（深
沢）の汚染土搬出に伴う購入土埋め戻し工事の増工） 可決 欠 ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

工事請負契約の締結について（小・中学校へのエアコン設
置） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

諮問 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（任
期満了となる委員の再任に同意） 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

請願 ７５歳以上の医療費負担の原則２割化に反対する意見書
採択についての請願 不採択 欠 ○ ● ● ● ● ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ －

陳情「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情 採択 欠 ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ －

発議
飯綱町議会会議規則の一部を改正する規則案 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

地域からの経済好循環の実現に向け最低賃金の改善と
中小企業支援策の拡充を求める意見書案 可決 欠 ● ○ ○ ● ● ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ －
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住民サービスの向上へ
～議会要望（10月５日提出）に対する
 回答から～

予算・政策要望

　飯綱町議会では、毎年予算編成にあた
って分野毎の「予算・政策要望書」を提
出し、行政に回答を求めています。
　今後も、効率的で時代に即した予算編
成を行政に求めるとともに、住民要望を
実行するための予算要望をしていきます。

31年度予算に関連する主な新規事業
  【要望】美しい田園・里山風景を守るため、町独自の景観条例を制定す
ること   
☞【回答】景観計画の策定を予定

  【提言】利用者満足度の高い町内バス運行、維持存続を図ること  
☞【回答】 長野市と連携したアイバスへのICバスカード（くるる）を導入

  【要望】援農組織の充実、強化を図ること  
☞【回答】援農組織への補助金増額、農業講習への補助
  【要望】新規就農者への積極的な支援をすること  
☞【回答】新規就農PR冊子の作成、就農相談への参加費
☞【回答】認定農業者等の子弟が後継者として就農した際の補助
   【要望】 六次産業化推進の実践的な事業実施、加工施設・既存直売所の

機能を向上させること  
☞【回答】 中核的直売所の整備、フルーツ加工施設の設計、農畜産物を

インターネットにより国内外へ直販するシステムの構築
  【要望】道路および農地、周辺の障害樹、雑草駆除対策を進めること  
☞【回答】支障木の伐採補助

  【要望】インフルエンザ予防接種への補助を検討すること  
☞【回答】18歳までの子どもの接種を一部助成

環境保全

公共交通

農業振興

健康・福祉

（11）長野県　飯綱町議会だより

予
算
・
政
策
要
望



川口 敏三さん
（小玉）

渡邉�千賀雄議員
1	　芋川日向地籍の産廃処分場問題について
2	　水道事業の今後は
３	　児童虐待問題は

原田�重美議員
1	　農業の６次産業化拡大について
2	　中枢中核都市構想と飯綱町のあり方は

伊藤まゆみ議員
1	　ネオニコチノイド系農薬不使用の作物栽培を
２	　認知症のケアに「ユマニチュード」の普及を
３	　骨髄バンク登録に支援を

青山�弘議員
1	　企業会計の課題について
2	　飯綱町まちづくり計画の変更についての疑問

清水�均議員
1	　人口減少時代の“幸せ”な地域づくりを
２	　三本松農産物直売所の運営方針は
３　	天狗の館の利用者増加策及び観光施設の利活用に
ついて

風間�行男議員
観光施設の指定管理について

瀧野�良枝議員
1	　公共施設のマネジメント計画は
２	　財源確保の方策は

町民の関心高く  傍聴26名

•	一般質問は、議員が町の行政全般にわたり、執行機関に疑問点を質し、所信の表明を求めるものです。
•	一般質問の詳細については、ホームページ、議事録でご覧になれます。
•	一般質問の原稿は各議員が責任をもって編集しています。

今
回
、
区
へ
の
傍
聴
案

内
を
受
け
、
一
般
質
問
初

日
の
３
名
様
の
質
問
を
聞

い
て
感
じ
た
こ
と
は
、
時

折
配
布
さ
れ
る
ビ
ラ
に
あ

る
よ
う
な
、
現
実
離
れ
し

た
意
見
の
押
し
付
け
が
な

く
、
直
面
し
て
い
る
問
題

に
素
直
に
向
き
合
っ
て
い

る
こ
と
が
伝
わ
り
好
感
が

持
て
た
。

先
ず
、
防
災
は
日
ご
ろ

の
訓
練
が
大
事
だ
と
い
う

答
弁
が
あ
っ
た
が
、
当
区

で
も
今
年
は
自
主
防
災
会

の
班
活
動
を
一
歩
前
進
さ

せ
よ
う
と
考
え
て
い
る
。

次
に
、
急
速
に
進
む
少

子
高
齢
化
対
策
で
は
、
空

き
家
問
題
と
絡
め
て
移
住

希
望
者
へ
の
賃
貸
化
の
検

討
が
さ
れ
て
い
た
が
、
雑

誌
の
記
事
で
も
今
後
15
年

で
空
き
家
率
は
３
割
に
達

す
る
と
の
警
鐘
が
さ
れ
て

お
り
、
人
口
の
増
減
は
地

方
交
付
税
に
直
結
す
る
わ

け
だ
か
ら
、
行
政
と
し
て

大
胆
な
政
策
の
導
入
を
他

町
村
に
先
ん
じ
て
打
っ
て

い
た
だ
く
よ
う
望
む
と
こ

ろ
だ
。

長
野
市
が
松
本
市
と
共

に
中
核
都
市
の
指
定
を
受

け
た
こ
と
に
よ
り
、
隣
町

と
し
て
の
施
策
と
し
て
、

連
携
強
化
や
農
業
の
六
次

化
・
道
の
駅
構
想
に
後
押

し
し
た
い
感
情
が
芽
生
え

た
。最

後
に
、
公
共
施
設
の

維
持
管
理
問
題
で
対
象
施

設
が
１
０
０
を
超
え
、
削

減
を
考
え
て
い
る
よ
う
だ

っ
た
が
、
し
な
の
鉄
道
上

の
水
路
橋
は
設
置
時
の
こ

と
を
考
え
れ
ば
公
共
と
し

か
考
え
ら
れ
な
い
の
だ
が
、

維
持
管
理
に
受
益
者
負
担

は
町
民
感
情
と
し
て
い
か

が
な
も
の
か
。

人口増対策  大胆な政策を望む

原田�幸長議員
1	　防災・減災対策は
２	　空き家対策は
３	　終活支援を

第 54 号（12）
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□
□
□

一
般
質
問



終
活
支
援
を

原
田　
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト

は
忘
備
録
的
な
内
容
を
書
き
残

し
て
お
く
ノ
ー
ト
だ
が
、
自
分

の
人
生
を
し
っ
か
り
歩
ん
で
い

く
た
め
に
も
、
活
用
し
て
い
く

考
え
は
。

保
健
福
祉
課
長　
社
協
で
現
在
、

老
い
の
支
度
と
健
康
寿
命
講
座

を
開
催
し
て
お
り
、
こ
の
中
で

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の
活
用

を
推
進
し
て
い
る
。

原
田　
長
野
市
で
は
敬
老
祝
事

業
と
し
て
高
齢
者
写
真
撮
影
事

業
を
展
開
し
て
い
る
。
町
で
も

記
念
撮
影
の
推
進
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
。

町
長　
写
真
と
い
う
の
も
非
常

に
面
白
い
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は

持
っ
て
い
る
。
今
年
度
か
ら
と

い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
が
、

大
い
に
参
考
に
し
て
い
き
た
い
。

て
い
る
。

原
田　
空
き
家
所
有
者
と
移
住

希
望
者
の
契
約
が
成
立
し
た
場

合
、
不
動
産
会
社
へ
の
手
数
料

を
町
が
補
助
す
る
考
え
は
。

町
長　
今
の
制
度
の
中
で
は
難

し
い
。
人
口
増
は
大
き
な
目
標

と
し
て
い
る
が
、
手
数
料
が
ど

の
程
度
障
害
に
な
っ
て
い
る
の

か
ま
だ
つ
か
ん
で
い
な
い
。
今

後
の
検
討
材
料
と
し
た
い
。

原
田　
長
野
市
で
は
「
空
き
家

対
策
～
ひ
と
事
じ
ゃ
な
い
空
き

家
の
話
～
」
と
し
て
冊
子
を
発

行
し
た
。
こ
の
よ
う
な
も
の
を

参
考
に
空
き
家
対
策
に
役
立
て

る
考
え
は
。

企
画
課
長　
県
の
空
き
家
対
策

支
援
協
議
会
で
も
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
し
て
お
り
、
こ
れ
と

固
定
資
産
税
の
納
税
通
知
書
と

一
緒
に
郵
送
で
き
な
い
か
検
討

し
て
い
く
。

中
学
校
で
は
総
合
的
な
学
習
で

防
災
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

空
き
家
対
策
は

原
田　
空
き
家
所
有
者
と
入
居

希
望
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ
を
す
る

に
は
、
契
約
の
部
分
が
一
番
大

事
に
な
る
。
不
動
産
会
社
と
の

連
携
等
は
取
ら
れ
て
い
る
か
。

企
画
課
長　
楽
園
信
州
や
町
の

空
き
家
バ
ン
ク
だ
け
で
は
情
報

量
が
少
な
く
、
町
内
の
不
動
産

会
社
を
紹
介
し
、
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
物
件
情
報
の
提
供
を
し

町
長　
防
災
は
非
常
に
広
範
囲

の
対
応
を
必
要
と
す
る
。
地
域

と
し
て
の
認
識
、
教
育
、
普
及

Ｐ
Ｒ
は
大
事
な
時
代
に
な
っ
て

い
る
。

原
田　
行
政
で
で
き
る
こ
と
に

は
、
限
界
が
あ
る
こ
と
を
は
っ

き
り
さ
せ
、
伝
え
る
こ
と
に
よ

り
災
害
を
我
が
こ
と
に
で
き
、

真
剣
に
向
き
合
え
る
一
因
に
な

る
と
考
え
る
が
。

町
長　
災
害
が
起
き
た
場
合
に

は
、
ま
ず
自
身
の
安
全
確
保
、

ご
家
族
、
地
域
の
方
々
と
の
順

に
行
動
が
と
れ
る
こ
と
を
、
体

に
沁
み
込
ま
せ
る
教
育
と
訓
練

が
大
事
。

原
田　
防
災
減
災
が
町
政
の
柱

の
一
つ
に
な
ら
な
け
れ
ば
と
考

え
、
本
気
の
防
災
教
育
・
訓
練

が
重
要
で
あ
る
。
取
組
状
況
は
。

総
務
課
長　
９
月
に
自
主
総
合

防
災
訓
練
、
区
長
・
組
長
会
議

で
講
習
会
、
学
校
関
係
・
保
育

園
で
は
、
避
難
訓
練
を
実
施
。

原
田　
平
成
30
年
は
全
国
で
地

震
・
豪
雨
・
台
風
・
猛
暑
等
の

自
然
災
害
が
多
発
し
た
。
先
備

え
の
策
を
と
る
こ
と
が
課
題
と

考
え
る
が
。 

町
長　
地
域
防
災
計
画
が
あ
り
、

そ
れ
に
基
づ
き
職
員
の
初
動
、

招
集
、
警
戒
本
部
、
災
害
対
策

本
部
等
の
シ
ス
テ
ム
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。

原
田　
災
害
事
例
で
は
普
段
か

ら
の
隣
近
所
の
人
間
関
係
、
地

域
の
絆
を
作
る
教
訓
を
得
た
。

自
主
防
災
計
画
や
自
主
防
災
組

織
が
、
絵
に
描
い
た
餅
に
な
ら

な
い
よ
う
に
す
べ
き
。

防
災
・
減
災

町
政
の
柱
に
と
の
考
え
は

        
地
域
で
の
認
識
教
育
が
大
事
な
時
代

原田 幸長議員

町長

▲	平成31年2月15日付信濃毎
日新聞報道記事

▲	長野市建築水道課で発行され
た冊子『空き家対策〜ひと事じ
ゃない空き家の話〜』

□
□
□
□
□
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原
田　
通
年
で
お
い
し
く
、
安

全
、
多
彩
に
魅
力
的
な
食
文
化

を
発
信
で
き
る
施
設
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｊ
Ａ
の
参
画

で
小
規
模
、
高
齢
農
家
の
野
菜

類
生
産
に
力
を
入
れ
、
雪
中
農

産
物
も
工
夫
し
て
ほ
し
い
。

産
業
観
光
課
長　
提
案
の
よ
う

な
地
場
野
菜
、
女
性
に
よ
る
少

量
多
品
目
栽
培
、
高
齢
者
の
生

き
甲
斐
農
業
な
ど
所
得
向
上
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
考
え
た
い
。

Ｊ
Ａ
に
は
技
術
指
導
、
担
い
手

育
成
に
参
画
し
て
も
ら
い
、
雪

室
の
有
効
活
用
な
ど
お
い
し
い

商
品
を
研
究
し
た
い
。

既
存
直
売
所
は	

	
	

共
存
す
る
の
か

産
業
観
光
課
長　
基
本
的
に
一

つ
の
法
人
で
連
携
し
て
運
営
し

て
い
く
方
向
。
農
家
レ
ス
ト
ラ

ン
も
現
在
地
で
運
営
す
る
た
め
、

よ
り
良
い
事
業
の
あ
り
方
を
丁

寧
に
検
討
し
た
い
。

原
田　
各
種
団
体
で
構
成
す
る

ま
ち
づ
く
り
協
議
会
（
仮
称
）

が
で
き
る
が
、
新
会
社
に
改
組

し
て
直
売
場
な
ど
を
経
営
す
る

ふ
る
さ
と
振
興
公
社
の
負
担
が

大
き
く
な
い
か
。
ま
た
、
ま
ち

づ
く
り
会
社
の
事
業
内
容
は
脆

弱
で
心
配
だ
。

町
長　
農
業
６
次
化
の
た
め
の

買
物
、
交
流
な
ど
の
ス
ト
ー

リ
ー
を
描
い
た
総
合
商
社
的
な

会
社
が
ベ
タ
ー
だ
が
、
ま
ち
づ

く
り
協
議
会
で
密
に
連
携
し
よ

う
と
の
提
案
だ
。
町
が
指
導
力

を
持
ち
、
ど
ん
な
形
態
で
強
い

会
社
に
す
る
か
検
討
し
て
い
く
。

原
田　
ス
キ
ー
場
会
社
と
の
連

携
は
で
き
な
い
か
。

町
長　

資
金
、
人
脈
な
ど
を

持
っ
て
い
る
会
社
で
あ
り
、
い

ず
れ
時
を
見
て
協
議
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。

原
田　
景
観
を
活
か
そ
う
。
こ

の
際
、
電
柱
撤
去
の
考
え
は
。

町
長　
ご
指
摘
の
通
り
優
れ
た

景
観
、
文
化
を
活
か
し
た
い
。

電
柱
は
支
障
に
な
ら
な
い
場
所

へ
の
迂
回
策
を
中
電
と
協
議
し

始
め
て
い
る
。

原
田　
新
時
代
農
業
の
「
飯
綱

戦
略
」
の
確
立
へ
検
討
会
議
を

早
期
、
積
極
的
に
進
め
て
ほ
し

い
。

町
長　
提
案
を
受
け
、
よ
り
良

い
農
村
公
園
を
目
指
す
。

中
枢
中
核
都
市	

	
	

町
も
効
果
期
待

原
田　
地
方
の
人
口
減
少
、
活

力
減
退
に
対
し
て
国
は
新
た
に

地
域
経
済
や
住
民
生
活
を
支
え

る
拠
点
と
し
て
長
野
市
な
ど
全

国
82
市
を
中
枢
中
核
都
市
に
選

定
し
、
周
辺
地
域
を
含
め
て
財

政
支
援
を
す
る
と
い
う
。
人
口

減
に
歯
止
め
を
か
け
た
い
当
町

と
し
て
ど
の
よ
う
に
受
け
止
め

る
か
。

町
長　
国
の
新
構
想
は
長
野
市

な
ど
の
都
市
機
能
の
向
上
を
目

指
し
て
い
る
。
官
庁
の
移
転
、

大
学
設
置
、
企
業
誘
致
な
ど
で

飯
綱
町
の
子
ど
も
た
ち
が
地
方

に
住
み
続
け
ら
れ
る
好
影
響
を

期
待
す
る
。

　
す
で
に
進
ん
で
い
る
長
野
市

と
の
連
携
中
枢
都
市
圏
事
業
を

さ
ら
に
密
に
し
、
新
し
い
都
市

構
想
に
も
積
極
的
に
意
見
を
出

し
た
い
。

原
田　
三
本
松
周
辺
に
新
た
な

農
産
物
直
売
所
建
設
の
全
体
構

想
は
。

町
長　
全
体
を
農
村
公
園
と
し

て
直
売
所
、
桃
や
リ
ン
ゴ
の
加

工
所
、
観
光
農
園
な
ど
を
配
し
、

さ
ら
に
国
、
県
の
支
援
で
道
の

駅
指
定
を
目
指
す
。

産
業
観
光
課
長　
全
体
の
敷
地

は
８
３
２
３
㎡
。
第
一
期
の
農

産
物
直
売
所
は
新
年
度
１
億
４

０
０
０
万
円
で
平
成
32
年
４
月

オ
ー
プ
ン
予
定
。
地
元
や
長
野

市
住
民
の
日
常
の
買
物
、
景
観

を
楽
し
め
る
場
所
に
し
た
い
。

多
彩
な
商
品
で	
	

	
通
年
営
業
を

食文化発信の      
 魅力的農産物直売所を　
所得向上でき客も楽しめる農村公園に 原田 重美議員

町
長

▲	６次化目指し農村公園が計画される三本松周辺

▲	広域連携のICカードで低料金バスが人気

第 54 号（14）
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す
る
の
は
現
実
的
で
な
い
こ
と

か
ら
、
策
定
時
期
を
ず
ら
し
た

こ
と
で
、
そ
の
ま
ま
と
な
っ
た
。

青
山　
合
併
特
例
債
を
使
え
る

限
度
額
は
約
48
億
円
。
今
年
度

末
ま
で
に
36
億
５
０
０
０
万
円

を
使
う
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

来
年
度
の
予
算
で
３
億
９
０
０

０
万
円
使
う
予
定
だ
が
、
庁
舎

建
設
に
あ
と
、
ど
の
く
ら
い
合

併
特
例
債
を
使
う
予
定
か
。

総
務
課
長  

予
算
ベ
ー
ス
で
は
、

庁
舎
建
設
に
合
併
特
例
債
を
使

う
予
定
に
し
て
い
る
。
32
年
か

ら
33
年
に
か
け
て
６
億
４
２
５

０
万
円
を
使
う
計
画
を
し
て
い

る
。

画  

新
町
建
設

計
画
」
の
２
つ

あ
っ
て
分
か
り

に
く
い
。
こ
の

計
画
の
違
い
は

何
か
。

企
画
課
長　

「
第
2
次
飯
綱

町
総
合
計
画
」

は
、
基
本
構
想
。

基
本
計
画
及
び

実
施
計
画
で
構

成
さ
れ
、
本
計

画
を
基
に
、
個

別
事
業
に
つ
い

て
、
詳
細
な
計
画
を
立
案
・
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
理
念
の
実

現
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
た
め
の
も
の
だ
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
計
画
」
は
、

こ
の
計
画
に
記
載
さ
れ
て
い
る

施
策
の
み
が
合
併
特
例
債
を
発

行
で
き
る
事
業
の
対
象
と
さ
れ

て
い
る
。

青
山　
実
施
計
画
は
、
向
こ
う

３
年
分
の
主
要
施
策
・
個
別
施

策
及
び
財
政
見
通
し
を
作
り
、

毎
年
12
月
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

公
表
し
て
い
た
が
、
29
年
か
ら

載
せ
ら
れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
か
。

総
務
課
長　
29
年
は
町
長
選
挙

が
予
定
さ
れ
て
お
り
、
首
長
が

決
ま
る
前
に
実
施
計
画
を
策
定

事
務
長　
問
い
合
わ
せ
は
あ
っ

た
が
、
先
生
の
希
望
条
件
に
合

わ
な
く
て
採
用
に
結
び
つ
か
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
非
常
勤
の

先
生
だ
が
、
着
任
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
4
月
1
日
か
ら

週
に
3
～
4
日
診
療
し
て
い
た

だ
け
る
こ
と
に
な
っ

た
。

青
山　
病
院
の
事
業

会
計
は
、
昨
年
に
比

べ
て
ど
ん
な
状
況
か
。

事
務
長　
1
月
末
で

の
決
算
見
込
み
で
あ

る
が
、
黒
字
に
な
っ

て
い
る
。

「
ま
ち
づ
く
り

計
画
」
の
疑
問

青
山　

ま
ち
づ
く

り
計
画
は
、
現
在

進
行
中
の
「
第
2
次

総
合
計
画
」
と
「
飯

綱
町
ま
ち
づ
く
り
計

医
師
不
足
は
解
消
の
方
向

青
山　
飯
綱
病
院
に
つ
い
て
は
、

医
師
不
足
が
課
題
で
あ
る
と
決

算
審
査
意
見
書
の
中
で
、
監
査

委
員
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
医

師
不
足
は
解
消
さ
れ
た
か
。

青
山　
水
道
事
業
は
、
一
般
会

計
か
ら
の
繰
出
し
に
よ
り
成
り

立
っ
て
い
る
。
本
年
10
月
に
消

費
税
が
上
が
る
予
定
だ
が
、
こ

れ
に
併
せ
料
金
改
定
を
考
え
て

い
る
か
。
ま
た
、
三
水
と
牟
礼

に
水
道
会
計
を
分
け
て
い
る
が

統
一
で
き
な
い
か
。

町
長　
料
金
は
、
消
費
税
の
上

が
る
分
は
上
げ
る
が
、
値
上
げ

を
今
年
度
は
し
な
い
。
水
道
会

計
の
統
一
に
つ
い
て
は
、
費
用

が
１
０
０
０
万
円
ほ
ど
か
か
る

が
や
っ
て
い
き
た
い
。

水
道
料

10
月
に
料
金
の
値
上
げ
を
す
る
か
？

     
増
税
分
は
上
げ
る　
料
金
は
上
げ
な
い

青山 弘議員

町長

▲	飯綱町住民の【地域		医療の砦】

▲今回質問のまちづくり計画関連の資料

□
□
□
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産
業
観
光
課
長　
町
は
４
半
期

ご
と
に
報
告
を
受
け
書
類
の
調

査
を
行
っ
て
い
る
。
町
と
し
て

良
好
な
管
理
が
で
き
る
よ
う
、

指
定
管
理
者
に
強
く
指
示
し
て

い
く
。

ア
ジ
サ
イ
園
の
管
理
は

適
正
か

風
間　
ア
ジ
サ
イ
の
株
の
根
元

に
枯
れ
た
枝
が
あ
る
。
草
刈
り
、

株
の
手
入
れ
が
さ
れ
て
い
る
の

か
。

産
業
観
光
課
長　
指
定
管
理
者

に
管
理
を
徹
底
し
て
い
く
。

風
間　
３
年
間
で
３
５
０
０
本

植
樹
し
た
が
何
本
が
枯
れ
た
か
。

今
年
度
の
植
樹
で
は
70
％
が
枯

れ
て
い
る
。
誰
が
検
査
し
た
の

か
。

産
業
観
光
課
長　
町
民
の
方
に

植
樹
し
て
も
ら
っ
て
い
る
が
、

活
着
が
悪
い
所
が
散
見
さ
れ
何

が
影
響
し
て
い
る
か
、
大
き
な

課
題
と
受
け
止
め
て
い
る
。

風
間　

10
年
間
で
２
万
本
を
目

標
と
し
て
い
る
が
、
土
壌
の
不

向
き
や
水
不
足
、
管
理
不
足
で

多
く
の
苗
が
枯
れ
て
い
る
。
費

用
対
効
果
が
出
る
管
理
運
営
が

求
め
ら
れ
て
い
る
植
樹
、
管
理

は
造
園
業
者
に
、
草
刈
等
は
知

識
の
あ
る
方
と
契
約
し
て
は
。

町
長　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
中
で

き
ち
ん
と
し
た
事
業
内
容
の
も

の
に
し
て
い
く
。
管
理
費
が
高

く
な
っ
て
も
結
果
は
出
る
と
考

え
ら
れ
る
。

　
造
園
業
者
に
管
理
委
託
す
る

こ
と
も
検
討
す
る
。

風
間　
平
成
27
年
４
月
か
ら
指

定
管
理
期
間
が
５
年
に
延
長
さ

れ
た
が
、
更
に
延
長
す
る
こ
と

で
指
定
管
理
者
自
ら
備
品
を
購

入
し
、
計
画
的
な
運
営
が
可
能

で
は
な
い
か
。

町
長　
町
民
の
い
こ
い
の
場
を

10
年
契
約
に
し
た
と
き
、
町

の
思
い
通
り
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

が
で
き
る
か
、
儲
け
本
位
に
な

ら
な
い
か
懸
念
が
あ
る
。
双
方

に
利
益
が
あ
る
よ
う
に
考
え
た

い
。

風
間　
施
設
修
繕
費
20
万
円
を

基
準
と
し
て
い
る
が
、
経
年
劣

化
だ
け
で
は
な
く
、
指
定
管
理

者
に
よ
る
管
理
不
足
が
散
見
す

る
。
基
準
額
の
引
き
上
げ
は
で

き
な
い
か
。

町
長　
適
当
な
額
と
考
え
て
い

る
が
、
研
究
し
た
い
。

東
高
原
ゴ
ル
フ
場		

	

中
途
解
約

風
間　
指
定
管
理
者
か
ら
の
納

付
金
が
少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

算
出
基
準
は
。

産
業
観
光
課
長　
温
泉
、
ゴ
ル

フ
場
、
観
光
施
設
で
割
合
率
を

出
し
て
ゴ
ル
フ
場
分
を
計
算
し

て
い
る
。

風
間　
指
定
管
理
者
等
中
途
解

約
損
失
金
の
算
出
根
拠
は
今
ま

で
の
利
益
実
績
平
均
額
と
の
こ

と
だ
が
、
今
年
度
納
付
金
か
ら

考
え
て
も
高
す
ぎ
る
の
で
は
な

い
か
。

町
長　

10
年
の
平
均
が
１
０
０

０
万
か
ら
１
３
５
０
万
程
度
で

総
務
費
は
引
い
て
い
な
い
。
単

純
な
ゴ
ル
フ
場
経
費
を
引
い
た

利
益
で
あ
る
。

風
間　
別
荘
管
理
委
託
料
、
積

算
根
拠
は
妥
当
か
。

町
長　
今
の
指
定
管
理
が
終
わ

っ
て
か
ら
検
討
す
る
。

風
間　
飯
綱
東
高
原
、
管
理
棟
、

い
こ
い
の
森
、
山
村
広
場
の
管

理
委
託
基
準
額
を
示
し
て
の
募

集
は
競
争
性
も
な
く
、
予
算
の

効
率
化
、
公
平
性
、
透
明
性
の

確
保
が
困
難
で
あ
る
。
見
直
し

を
。

町
長　
仕
様
書
を
設
け
て
検
討

し
、
良
く
な
る
よ
う
に
し
た
い

32
年
４
月
か
ら
新
し
い
契
約
を

検
討
し
対
応
す
る
。

風
間　
別
荘
内
の
管
理
状
況
調

査
を
町
は
行
っ
て
い
る
か
。

別荘管理委託料の見直しは
　 　32年度以降検討したい

風間 行男議員

町
長

一
般
質
問

▲	ボランティアによるアジサイの花摘み

▲	別荘管理
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児
童
虐
待
問
題
は

渡
邉　
１
月
下
旬
に
千
葉
県
で

痛
ま
し
い
児
童
虐
待
死
亡
事
件

が
発
生
し
た
。
国
を
挙
げ
て
児

童
虐
待
や
、
子
ど
も
の
人
権
問

題
と
し
て
も
、
対
応
に
誤
り
の

な
い
よ
う
に
点
検
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。

　
児
童
虐
待
の
発
覚
、
解
消
、

対
応
・
相
談
は
的
確
に
行
わ
れ

て
い
る
か
。

教
育
次
長　
国
か
ら
緊
急
点
検

の
通
知
が
き
た
が
、
事
案
は
な

か
っ
た
。
児
童
虐
待
マ
ニ
ュ
ア

ル
が
あ
り
、
ケ
ー
ス
ご
と
に
対

応
し
て
い
る
。

渡
邉　
児
童
相
談
所
等
、
機
関

の
体
制
に
問
題
点
は
な
い
か
。

教
育
次
長　
「
要
保
護
児
童
対

策
地
域
協
議
会
」
が
あ
り
３
段

階
で
対
応
し
て
い
る
。

ど
が
危
惧
さ
れ
、
水
道
の
広
域

化
も
考
え
ら
れ
る
。

「
市
町
村
主
体
で
、
健
全
な
運

営
を
目
指
す
べ
き
」
だ
。

町
長　
安
全
な
水
を
安
定
し
て

供
給
す
る
こ
と
が
自
治
体
の
責

務
だ
。

渡
邉　
現
在
、
水
道
は
町
で
運

営
さ
れ
、
運
営
理
念
は
「
効
率

的
に
経
営
し
、
か
つ
福
祉
を
増

進
さ
せ
る
が
基
本
」。
水
道
は

福
祉
で
あ
り
、
生
存
権
に
か
か

わ
る
も
の
。「
改
正
水
道
法
」

の
導
入
は
自
治
体
の
判
断
と
さ

れ
る
が
、「
導
入
す
べ
き
で
は
な

い
」
と
考
え
る
が
。

町
長　
い
ろ
い
ろ
な
知
恵
や
工

夫
を
し
な
が
ら
多
面
的
、
総
合

的
に
水
道
を
考
え
て
い
き
た
い
。

い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
助
言
を
。

渡
邉　
福
祉
の
立
場
に
立
っ
た

方
針
の
下
で
水
道
行
政
を
継
続

発
展
さ
せ
る
努
力
を
す
べ
き
だ
。

見
書
」
と
さ
れ
て

い
る
。
町
長
に
は

こ
れ
ま
で
の
経
緯

を
踏
ま
え
、
明
確

に
、
受
け
入
れ
反

対
の
意
思
を
表
明

し
、
対
応
を
。

町
長　
意
見
書
は

綿
密
な
も
の
を
考

え
て
い
る
。
町
と

し
て
処
分
場
の
設

置
の
必
要
性
は
な

い
。水

道
事
業
の

今
後
は

渡
邉　
昨
年
の
12
月
、

水
道
事
業
を
民
営
化

す
る
た
め
の
「
水
道

法
」
が
改
訂
さ
れ
た
。

　
運
営
権
を
民
間
事

業
者
に
ゆ
だ
ね
、
安

全
性
、
安
定
性
、
水

道
料
金
の
値
上
げ
な

町
長　
慎
重
に
対
応
し
て
い
く
。

好
ま
し
い
場
所
で
は
な
い
。

渡
邉　
今
後
県
の
「
廃
棄
物
の

適
正
な
処
理
の
確
保
に
関
す
る

条
例
」
に
よ
り
判
断
さ
れ
る
が
、

こ
れ
ま
で
地
元
町
村
等
の
「
同

意
書
」
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た

が
、
平
成
21
年
に
改
正
、
「
意

渡
邉　
芋
川
日
向
地
籍
へ
の
産

廃
処
分
場
計
画
は
、
平
成
４
年

頃
か
ら
た
び
た
び
取
り
ざ
た
さ

れ
て
き
た
。
そ
の
都
度
水
資
源

や
自
然
環
境
を
守
る
見
地
か
ら
、

関
係
住
民
等
の
一
貫
し
た
建
設

反
対
に
よ
り
計
画
は
進
ま
ず
断

念
さ
せ
て
き
た
。

　
し
か
し
昨
年
の
12
月
25
日
事

業
者
よ
り
長
野
地
域
振
興
局
へ

処
分
場
建
設
の
「
事
業
計
画
概

要
書
」
が
提
出
さ
れ
受
理
さ
れ

て
い
る
。

　
建
設
計
画
は
、
新
た
な
段
階

と
思
う
が
、
町
長
の
見
解
は
。

　
　
　
　

 

経
緯
を
踏
ま
え
受
け
入
れ 

 

反
対
し
対
応
を

           
町
と
し
て
処
分
場
の
必
要
性
な
い

渡邉 千賀雄議員
町長

▲	事業者が提出した「事業計画概要書」による位置図

▲	「虐待点検」を報じる信毎
記事

産廃処分場
計画

□
□
□
□
□
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哲
学
と
技
法
が
注
目
さ
れ
て
い

る
。

　
介
護
や
医
療
の
現
場
で
は
、

導
入
さ
れ
て
い
る
技
術
だ
が
、

在
宅
介
護
で
は
知
ら
れ
て
い
な

い
。
普
及
す
る
考
え
は
。

保
健
福
祉
課
長  

「
介
護
の
つ

ど
い
」
で
介
護
の
技
術
を
学
ぶ

場
を
持
ち
た
い
。
介
護
連
携
の

中
で
も
家
族
の
方
へ
話
す
な
ど
、

時
を
と
ら
え
て
普
及
し
た
い
。

※
「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」

「
見
る
、
話
し
か
け
る
、
触

れ
る
、
立
つ
」
を
組
み
合
わ

せ
て
行
う
技
術
で
、
認
知
症

の
方
の
不
安
や
恐
怖
を
取
り

除
く
こ
と
が
で
き
、
複
雑
な

ほ
ど
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
。

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
に	

	

支
援
を

伊
藤　
10
、
20
代
で
一
番
多
い

ガ
ン
で
あ
る
白
血
病
の
治
療
に

骨
髄
移
植
が
有
効
だ
。
長
野
県

は
登
録
者
が
最
下
位
。
必
要
性

を
広
く
知
ら
せ
登
録
を
勧
め
る

考
え
は
。

保
健
福
祉
課
長  

リ
ー
フ
や
パ

ン
フ
を
庁
舎
、
健
康
管
理
セ
ン

タ
ー
、
町
民
会
館
に
設
置
。
申

込
書
も
置
き
た
い
。
広
報
で
も

周
知
し
た
い
。

伊
藤　
白
血
病
の
治
療
に
は
、

輸
血
が
欠
か
せ
な
い
。
献
血
の

呼
び
か
け
に
も
力
を
入
れ
て
ほ

し
い
。

保
健
福
祉
課
長  

年
２
回
巡
回

で
行
っ
て
い
る
が
、
協
力
者
は

年
々
減
少
。
一
層
広
報
し
啓
発

し
た
い
。

伊
藤　
「
命
の
学
習
」
の
中
で

献
血
や
骨
髄
バ
ン
ク
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

教
育
次
長　
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と

話
し
合
い
た
い
。

伊
藤　
骨
髄
の
提
供
に
は
、
一

定
の
期
間
入
院
が
必
要
。
助
成

制
度
が
必
要
と
考
え
る
が
。

町
長　
県
に
も
制
度
が
あ
る
が
、

検
討
は
し
た
い
。

伊
藤　
最
近
多
用
さ
れ
て
い
る

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬

（
殺
虫
剤
の
一
種
）
は
、
生
態

系
や
人
体
へ
の
影
響
が
懸
念
さ

れ
て
い
る
。

　
欧
米
で
は
使
用
禁
止
や
規
制

が
進
む
中
、
日
本
は
残
留
基
準

を
緩
和
し
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
「
日
本
一
の
り
ん
ご
の
町
」

を
め
ざ
す
町
と
し
て
、
ネ
オ
ニ

コ
チ
ノ
イ
ド
系
農
薬
を
不
使
用

と
し
、
農
作
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化

に
位
置
付
け
て
は
ど
う
か
。

町
長　
安
全
・
安
心
は
大
事
だ

が
、
今
す
ぐ
切
り
替
え
る
の
は

難
し
い
。

伊
藤　
不
使
用
に
つ
い
て
Ｊ
Ａ

と
と
も
に
研
究
、
検
討
し
て
ほ

し
い
。

町
長　
他
の
も
の
と
置
き
換
え

ら
れ
れ
ば
検
討
し
た
い
。

伊
藤　
人
体
へ
の
影
響
が
不
明
。

安
全
が
確
認
さ
れ
る
ま
で
、
国

に
使
用
禁
止
を
求
め
る
べ
き
と

思
う
。

町
長　
現
在
は
、
考
え
て
い
な

い
。

「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
※

」

	

の
普
及
を

伊
藤　
フ
ラ
ン
ス
で
生
ま
れ
た

「
ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
」
と
い
う

ネオニコチノイド系       
 農薬不使用の作物栽培を
　 　置き換えられれば検討したい

伊藤 まゆみ議員
町
長

一
般
質
問

一
般
質
問

▲	今年も始まった農薬散布
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ー
場
経
営
者
と
協
力
し
て
イ
ベ

ン
ト
開
催
を
す
る
等
、
町
と
し

て
の
対
策
は
。

町
長　
民
間
の
知
恵
を
生
か
し

た
新
し
い
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を

期
待
す
る
が
、
町
と
し
て
は
東

高
原
全
体
の
Ｐ
Ｒ
や
公
共
交
通

の
確
保
等
で
支
援
し
て
い
く
。

清
水　
シ
ル
バ
ー
料
金
や
夜
間

特
別
料
金
な
ど
の
設
定
は
で
き

な
い
か
。

町
長　
指
定
管
理
者
の
対
応
に

な
る
が
、
機
会
が
あ
れ
ば
前
向

き
な
サ
ー
ビ
ス
の
要
望
は
出
し

て
い
く
。

清
水　
霊
仙
寺
湖
周
辺
の
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
や
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
整
備
の
予
定
は
。

町
長　
直
営
で
着
手
す
る
余
裕

は
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

町
長　
冬
期
間
の
農
産
物
の
確

保
は
厳
し
い
状
況
。
今
後
は
、

雪
中
野
菜
の
販
売
や
、
餅
な
ど

米
加
工
品
等
、
特
色
あ
る
加
工

品
の
販
売
や
、
友
好
都
市
の
農

産
物
の
販
売
等
も
検
討
し
て
い

く
。

清
水　
実
証
実
験
中
の
イ
チ
ゴ

等
、
収
穫
体
験
を
進
め
る
考
え

は
。
ま
た
研
究
機
関
の
あ
る
信

州
大
学
や
県
立
大
学
と
の
連
携

の
考
え
は
あ
る
か
。

産
業
観
光
課
長　
三
本
松
の
美

し
い
景
観
を
生
か
し
な
が
ら
、

収
穫
体
験
等
、
買
物
だ
け
で
な

く
滞
在
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
の

予
定
。
今
ま
で
は
駐
車
場
や
ト

イ
レ
、
収
穫
体
験
の
世
話
を
す

る
人
が
不
足
し
て
い
る
問
題
が

あ
っ
た
が
、
今
後
は
道
の
駅
と

し
て
計
画
し
て
い
る
の
で
、
設

備
面
は
整
備
さ
れ
る
。
ま
た
、

観
光
協
会
の
事
務
局
の
職
員
が

常
駐
す
る
の
で
、
お
世
話
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
商
品
開
発

等
、
大
学
と
も
連
携
を
進
め
て

い
く
。

観
光
施
設
の
利
活
用
は

清
水　
天
狗
の
館
の
入
館
者
数

は
20
年
か
ら
29
年
に
か
け
て
20

％
ほ
ど
減
少
し
て
い
る
。
ス
キ

直
売
所
の
運
営
方
針
は

清
水　
三
本
松
農
産
物
直
売
所

に
つ
い
て
、
現
在
あ
る
３
つ
の

直
売
所
の
関
係
者
と
の
協
議
は

進
ん
で
い
る
か
。

産
業
観
光
課
長　
代
表
者
と
月

１
回
、
打
合
せ
を
し
な
が
ら
話

を
詰
め
て
い
き
た
い
。
組
合
員

全
員
へ
も
早
急
に
説
明
会
を
開

催
し
た
い
。

清
水　
そ
れ
ぞ
れ
の
直
売
所
に

ど
の
よ
う
な
特
徴
を
持
た
せ
る

か
。

産
業
観
光
課
長　
直
売
所
さ
ん

ち
ゃ
ん
は
高
品
質
な
り
ん
ご
を

主
力
と
し
た
店
舗
、
横
手
直
売

所
四
季
彩
は
り
ん
ご
と
野
菜
を

バ
ラ
ン
ス
良
く
販
売
す
る
全
方

位
的
な
店
舗
、
三
本
松
直
売
所

は
普
段
使
い
の
野
菜
や
果
物
を

購
入
で
き
る
よ
う
な
店
舗
と
し

て
特
徴
付
け
を
行
う
。

清
水　
年
間
を
通
し
て
の
地
元

農
産
物
の
確
保
は
。

策
を
講
じ
て
き
た
。
今
後
、
若

者
定
住
住
宅
の
整
備
や
、
就
業

場
所
の
確
保
等
、
総
合
的
に
整

備
を
進
め
た
い
。

清
水　
移
住
体
験
住
宅
の
利
用

状
況
は
。

企
画
課
長　
30
年
度
は
利
用
日

数
53
日
、
利
用
人
数
43
名
。
共

に
前
年
数
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

28
年
度
の
貸
出
開
始
以
来
、

利
用
者
の
う
ち
４
世
帯
、
９
名

が
移
住
し
て
い
る
状
況
。

人
口
減
へ
の
対
応
策
は

清
水　
過
去
５
年
間
の
人
口
増

減
は
。

町
長　
死
亡
等
の
自
然
減
で
５

９
１
人
。
転
出
等
の
社
会
減
で

２
３
２
人
。

清
水　
町
と
し
て
独
自
の
人
口

増
対
策
は
。

町
長　
高
校
生
ま
で
医
療
費
無

料
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
の
補
助
等
、
福
祉
医
療
の
充

実
を
図
っ
て
き
た
。
ま
た
、
出

産
祝
い
、
卒
園
・
卒
業
祝
い
金
、

奨
学
金
制
度
や
、
小
中
学
校
の

教
材
費
補
助
等
、
子
育
て
支
援

人
口
増

町
独
自
の
対
策
を

   
住
宅
整
備
、就
業
場
所
確
保
等
を
進
め
る

清水 均議員

町長

▲	活発に利用されている移住体験住宅	
（野村上）

▲	利用者数増への対策を（天狗の館）

□
□
□
□
□
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公共施設のあり方
若い世代の意見聴取の機会を
　 　 定期的に行う方法で進める

瀧野 良枝議員

町
長

一
般
質
問

未
来
を
担
う
若
者
と
の	

	
	

	
	

意
見
聴
取
の
場
を

瀧
野  

公
共
施
設
の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
若

い
世
代
の
住
民
の
意
見
聴
取
の
機
会
を
設
け

る
考
え
は
な
い
か
。

町
長  

年
に
１
～
２
回
、
定
期
的
に
場
を
設
け

る
方
向
で
進
め
た
い
。

瀧
野  

広
報
誌
の
発
信
の
み
で
な
く
、
若
い

世
代
に
届
き
や
す
い
媒
体
で
の
情
報
発
信
や
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
ア
ン
ケ
ー
ト
機
能
等

を
活
用
し
、
効
率
的
に
情
報
収
集
を
行
う
考

え
は
。

町
長  

効
果
が
高
い
と
認
識
し
て
い
る
。
体
制

を
整
え
て
い
き
た
い
。

　
他
に
も
…
財
源
確
保
の
方
策
と
し
て
の
職

員
提
案
型
予
算
削
減
制
度
等
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

▲	町民のアイデアで町の活性化を　「いいづな事業チャレンジ」

公共施設への町の方針を問う
瀧野			 建設予定の施設について、町の方向性を住民と共有すべく次の観点から質問する。
施設名（答弁者） ①必要性 ②機能性 ③目指す方針
庁舎
（総務課長）

・現庁舎の老朽化
・分庁方式での住民サービ
スの低下解消

・役場組織の一体感の醸成

・耐震性の向上
・エレベーター、バリアフ
リー化

・ワンストップサービスの
充実

・新エネルギーの一部導入

・安全・安心を確保した庁舎
・人に優しく、住民に親し
まれる庁舎

・環境に配慮した庁舎
・町のシンボルとなる庁舎

多世代交流施設
（企画課長）

・福祉、健康増進の拠点作
り

・若者と高齢者の交流促進
・定住・移住促進の拠点整
備

・町内の生活サービス機能
のワンストップ化

・機能集約による公共交通
の利便性向上

・住み慣れた地域に住み続
けられる町を目指した拠
点整備

子育て支援セン
ター（教育次長）

・現子育て支援センターは
町民会館を間借り状態で
子ども向けの施設ではな
いため

・現ワークセンターはワー
クスペース、託児スペー
ス、駐車場が狭いため

・子育て支援センターとワ
ークセンター、子育て世
代の包括支援機能の複合
化

・ファミリーサポートセン
ター事業も実施し、子育
てに関するワンストップ
サービスを展開

・子育て、親育ちの応援
・子育て中の保護者の就労
支援

若者定住住宅
（建設水道課長）

・現町営住宅がほぼ満室で
希望者からの問合せが多
いため

・戸建てでなく長屋風に建
設し、建築費の削減に努
める

・耐震性に優れた住宅

・子育て世代対象の住宅整
備

・若者の定住促進、人口増
を目指す

	 ※ワンストップ…関連する全ての手続を1カ所で完了できるサービス
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勇
気
を
出
し
て
共
に
町
づ
く
り
を

今
で
は
町
の
行
事
に
参
加
し
て
い
る
私
で
す

が
、
５
年
前
ま
で
は
「
こ
ん
な
田
舎
い
や
だ
」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
参
加
の
き
っ
か
け
は
単

純
で
兄
に
誘
わ
れ
た
か
ら
で
す
。
扉
を
開
け
て

み
る
と
、
活
動
さ
れ
て
い
る
方
は
、
学
生
、
ご

家
庭
を
持
た
れ
て
い
た
り
、
土
・
日
も
な
く
働

く
バ
リ
バ
リ
の
仕
事
人
ば
か
り
。
中
に
は
住
む

場
所
が
遠
い
の
に
わ
ざ
わ
ざ
飯
綱
町
に
足
を
運

ん
だ
り
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
忙
し
い
中
活
動
し
て
い

る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
大
変
な
こ
と
で
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
横
の
つ
な
が
り
が
で
き
、

互
い
に
助
け
合
う
こ
と
も
で
き
る
素
晴
ら
し
い

場
だ
と
思
い
ま
す
。
…
と
は
言
っ
て
も
新
し
く

参
加
す
る
若
者
が
少
な
い
。
そ
ん
な
状
況
で
す
。

地
域
の
文
化
を
守
る
た
め
に
は
男
女
は
関
係

な
い
で
す
。
き
っ
か
け
は
何
で
も
良
い
と
思
い

ま
す
。
勇
気
を
出
し
て
共
に
町
づ
く
り
を
し
ま

し
ょ
う
。
将
来
「
あ
ん
な
こ
と
、
こ
ん
な
こ
と

あ
っ
た
ね
」
と
語
れ
る
材
料
に
な
る
と
思
い
ま

す
。

飯
綱
町
は
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
条
件
が
揃
っ

て
い
て
、
こ
の
近
辺
で
は
自
慢
の
で
き
る
我
が

故
郷
だ
と
思
い
ま
す
。
報
道
に
よ
る
と
、
旧
西

小
学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
が
本
格
的
な
サ
ッ
カ
ー

場
に
な
る
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、
い
い
づ
な
リ

ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場
が
存
続
す
る
こ
と
に
な
り
、

東
高
原
に
は
い
く
つ
か
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
小
さ
な
町
に
３
つ
の
ゴ

ル
フ
場
が
あ
る
の
は
誇
り
で
あ
り
ま
す
。

僕
は
リ
ゾ
ー
ト
ス
キ
ー
場
の
お
か
げ
も
あ
り

大
学
４
年
生
に
な
り
、
僕
の
提
案
と
し
て
こ
れ

ら
の
施
設
を
積
極
的
に
活
か
す
た
め
、
県
内
外

に
Ｐ
Ｒ
し
町
外
か
ら
若
者
を
呼
び
寄
せ
、「
飯

綱
町
は
ス
ポ
ー
ツ
の
町
」
で
あ
る
と
ア
ピ
ー
ル

し
て
は
ど
う
か
と
常
日
頃
思
っ
て
い
ま
す
。
若

者
が
集
ま
る
町
、
そ
れ
は
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

飯
綱
町
に
転
居
し
て
15
年
に
な
り
ま
す
。
美

味
し
い
農
産
物
、
豊
か
な
自
然
を
思
う
存
分
享

受
し
て
い
ま
す
。

が
、
一
番
の
魅
力
は
都
会
に
す
ご
く
近
い
田

舎
だ
と
い
う
事
と
思
っ
て
い
ま
す
。
30
分
そ
こ

そ
こ
で
長
野
駅
に
行
け
、
さ
ら
に
そ
の
先
に
は

東
京
、
名
古
屋
、
金
沢
、
さ
ら
に
関
西
方
面
と
、

ア
ク
セ
ス
が
と
て
も
良
い
で
す
。
こ
こ
で
と
て

も
残
念
な
の
が
、
車
以
外
の
交
通
手
段
に
恵
ま

れ
な
い
事
で
す
。
都
会
で
は
、
公
共
交
通
が
充

実
し
何
処
へ
で
も
出
掛
け
ら
れ
ま
す
。
せ
め
て

ｉ
バ
ス
で
も
路
線
バ
ス
で
も
、
１
時
間
に
１
本

く
ら
い
あ
れ
ば
何
処
へ
で
も
出
掛
け
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

町
内
で
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
や
講
演
会
も
「
○

○
時
の
バ
ス
で
お
越
し
く
だ
さ
い
」
な
ど
と
い

う
の
が
あ
れ
ば
気
楽
に
参
加
で
き
る
と
思
い
ま

す
。

畑 

佳
那
子 

さ
ん

 

（
倉
井
）

新しい町づくりへ  私の提案
第14回

スポーツによる
町づくり

仲俣 一樹 さん
（西黒川）

公共交通の
充実を

森山 喜代美 さん
（北川）
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十
分
な
議
論
が
さ
れ
て
い
る
か

Ｑ�　
請
願
第
３
号
が
不
採
択
に
な
っ
て
い
る
が
、
３
名
の
賛

成
討
論
の
み
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
疑
問
を
持
つ
。
不

採
択
な
ら
、
そ
の
理
由
を
公
に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
反

対
討
論
が
な
い
ま
ま
、
多
数
決
で
採
択
さ
れ
た
と
し
た
ら
、

議
会
の
あ
り
方
そ
の
も
の
に
、
問
題
を
感
じ
る
。

Ａ�　

請
願
や
陳
情
は
議
会
か
ら
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、

十
分
な
審
査
（
質
疑
、
討
論
、
採
択
）
を
行
っ
た
う
え
で
、

委
員
長
が
議
長
に
審
査
結
果(

報
告
書)

を
報
告
し
ま
す
。

本
会
議
で
の
審
査
は
こ
の
報
告
を
基
に
行
わ
れ
ま
す
が
、

こ
の
場
合
、
当
該
報
告
に
賛
成
の
者
か
ら
改
め
て
の
発
言

は
少
な
く
、
当
該
報
告
内
容
に
反
対
の
者
の
発
言
が
多
く

な
り
ま
す
。
討
論
は
全
て
掲
載
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。�

　

な
お
、
委
員
会
で
の
審
査
内
容
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

議
会
事
務
局
内
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。��

�

　

今
後
は
、
ご
指
摘
の
疑
問
が
生
じ
な
い
よ
う
、
委
員
会

で
の
審
査
内
容
も
「
議
会
だ
よ
り
」
に
掲
載
し
ま
す
。

議
員
は
町
の
答
弁
に
納
得
で
き
た
か

Ｑ�　

議
員
か
ら
の
意
見
に
つ
い
て
、
町
長
、
課
長
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
が
、
議
員
は
そ
れ
で
納
得
で
き
た
の
で
し
ょ

う
か
。
も
う
少
し
意
見
交
換
の
場
が
欲
し
い
。
知
り
た
い
。

Ａ�　

質
疑
に
つ
い
て
は
、
紙
面
の
都
合
上
、
一
部
の
掲
載
と

な
っ
て
い
ま
す
。
質
疑
の
す
べ
て
を
知
り
た
い
場
合
は
、

議
会
事
務
局
へ
の
問
合
せ
の
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

の
会
議
録
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
議
会
質
疑
の
模
様
を
ご
覧

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ�　
議
会
で
議
論
、
討
論
さ
れ
た
も
の
で
、「
検
討
し
て
い
く
」、

「
参
考
に
し
て
い
く
」
と
な
っ
た
も
の
の
、
そ
の
後
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

Ａ�　

一
般
質
問
に
対
し
て
は
、
町
が
、
年
２
回
、
そ
の
後
の

進
捗
状
況
（
対
応
内
容
・
結
果
、
今
後
の
見
通
し
な
ど
）
を
、

「
議
会
一
般
質
問
答
弁
の
進
捗
状
況
」
に
ま
と
め
、
議
会
に

報
告
し
、
議
会
は
そ
の
内
容
を
精
査
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

議
会
だ
よ
り
「
あ
の
時
の
あ
の
質
問
ど
う
な
っ
た
??
」
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
こ
の
方
法
を
継
続
し
て
い

き
ま
す
。

議会だより第５３号（12月定例会）モニ  ターアンケートにお答えします
請願・陳情の流れ
請願・陳情の受理

請願者・陳情者へ結果を通知

本会議
上程

常任委員会に付託

  常任委員会（総務産業・福祉文教）
審査

採択など 不採択 継続審査

本会議
委員長が審査報告の後、採決

採択など 不採択 継続審査
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積
極
的
な
政
策
提
言
を

Ｑ�　
議
員
は
ア
イ
デ
ア(

具
体
的
新
事
業)

を
提
出
し
、
議
員

案
件
と
し
て
議
論
し
、
議
員
の
総
意
と
し
て
１
～
４
年
に

一
つ
は
実
行
す
る
と
い
う
意
思
が
必
要
で
す
。
で
な
け
れ

ば
単
に
行
政
の
監
視
役
に
す
ぎ
な
く
な
り
ま
す
。

Ａ�　

ご
意
見
の
と
お
り
、
町
議
会
基
本
条
例
で
議
会
の
活
動

原
則
の
一
つ
に
、「
町
民
の
多
様
な
意
見
、
要
望
の
把
握
に

努
め
、
政
策
立
案
、
提
言
、
条
例
提
案
等
を
積
極
的
に
進

め
る
こ
と
」
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。�

�
�

　

議
会
は
こ
の
点
に
力
点
を
置
き
、
一
般
質
問
に
お
い
て

は
、
提
案
型
質
問
を
多
く
の
議
員
が
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
サ
ポ
ー
タ
ー
会
議
の
開
催
な
ど
を
通
じ
て
条
例
の
制

定
を
目
指
す
努
力
を
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
９
月
に
は
、

予
算
と
施
策
の
要
望
書
を
町
長
に
提
出
し
て
い
ま
す
。
今

後
も
こ
の
姿
勢
を
忘
れ
ず
、
議
会
活
動
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

議
員
個
人
の
会
誌
等
、
負
担
で
は

Ｑ�　

多
く
の
議
員
は
本
人
の
議
会
活
動
状
況
に
つ
い
て
、
定

期
的
に
会
誌
等
を
発
行
し
、
地
元
町
民
に
配
布
し
て
い
る
。

日
々
の
仕
事
や
活
動
で
多
忙
の
中
、
発
行
ま
で
に
は
相
当

の
ご
苦
労
が
あ
る
と
思
う
。
こ
こ
ま
で
や
ら
な
く
て
は
議

員
に
な
れ
な
い
の
か
…
な
り
手
不
足
の
一
因
と
も
思
え
る
。

申
し
合
わ
せ
で
こ
れ
を
取
り
や
め
ら
れ
な
い
か
。
そ
の
代

わ
り
、
現
在
の
「
議
会
だ
よ
り
」
を
充
実
し
た
も
の
に
し

た
ら
ど
う
か
。

Ａ �　

議
員
個
人
が
発
行
す
る
会
誌
等
は
、
議
員
個
人
の
考
え

方
を
住
民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
行
っ
て

い
る
議
員
活
動
の
一
つ
で
、
こ
の
よ
う
な
活
動
を
議
会
で

制
限
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
現
在
、
会
誌
等
の
発

行
を
行
っ
て
い
る
議
員
は
15
名
の
う
ち
、
６
名
程
で
す
が
、

他
の
議
員
に
お
い
て
も
別
の
方
法
で
議
員
と
し
て
の
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ �　

定
例
会
議
案
に
対
す
る
各
議
員
の
採
決
結
果
の
件
、
○

○
議
員
の
欠
と
は
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
？
定
例
会
の
会

期
中
は
出
席
し
て
、
議
決
の
時
だ
け
退
場
し
た
の
で
す
か
？

Ａ�　

当
該
議
員
は
、
議
会
会
議
規
則
に
定
め
る
欠
席
事
由
に

該
当
し
た
た
め
、
や
む
を
得
ず
当
日
議
会
を
欠
席
し
た
も

の
で
す
。�

�
�

�
�

�
�

　

な
お
、
議
会
に
出
席
し
て
い
る
も
の
の
、
何
ら
か
の
理

由
に
よ
り
採
決
に
参
加
せ
ず
退
席
す
る
場
合
は
、
当
該
表

へ
の
表
示
を
、
従
来
、「
退
」
と
表
示
し
て
い
ま
す
。

議会だより第５３号（12月定例会）モニ  ターアンケートにお答えします

会議録の閲覧方法
【町ホームページ】

↓
【飯綱町議会情報】

↓
【議会事務局】

↓
【会議録】

▲	町ホームページ画面

（23）長野県　飯綱町議会だより

モ
ニ
タ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト



な
い
が
、
町
民
か
ら
す
れ
ば
身

近
に
議
員
が
い
て
、
い
つ
で
も

意
見
な
ど
を
聞
い
て
も
ら
え
る

環
境
が
良
い
と
思
う
。
こ
の
よ

う
な
状
況
に
お
い
て
、
議
会
報

モ
ニ
タ
ー
は
で
き
る
限
り
議
員

の
い
な
い
集
落
か
ら
選
ん
で
お

り
、
広
く
町
民
の
生
の
意
見
等

を
聞
く
こ
と
が
目
的
と
聞
い
て

い
る
。

　
ま
た
、
議
会
報
の
発
行
時
や

ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
収
時
に
直
接

議
員
が
モ
ニ
タ
ー
と
会
う
こ
と

は
、
そ
の
場
で
議
会
の
話
題
に

話
が
進
む
こ
と
も
目
的
と
し
て

い
る
と
の
こ
と
。
そ
う
で
あ
れ

ば
、
そ
の
趣
旨
に
沿
う
よ
う
モ

ニ
タ
ー
と
し
て
の
役
割
を
今
後

も
し
っ
か
り
果
た
し
た
い
と
思

う
。

　

２
月
27
日
、鎧
塚
俊
彦
氏
（
パ

テ
ィ
シ
エ
）
を
講
師
に
迎
え
た

町
民
講
座
。
町
内
外
か
ら
約
２

２
０
名
の
参
加
者
が
町
民
会
館

に
集
い
、
鎧
塚
氏
の
熱
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
耳
を
傾
け
た
。

　
講
演
で
は
、
地
域
の
活
性
化

に
は
、
地
元
住
民
の
知
恵
と
力

を
使
っ
て
、
ま
ず
動
く
こ
と
が

大
事
で
あ
る
と
語
ら
れ
た
。

　
鎧
塚
氏
は
県
産
食
材
の
良
さ

を
伝
え
る
県
任
命
の
「
お
い
し

い
ふ
ー
ど
大
使
」
を
務
め
て
お

り
、
17
年
に
は
当
町
で
行
わ
れ

た
「
い
い
づ
な
り
ん
ご
並
木
フ

ェ
ス
タ
」
で
地
元
産
り
ん
ご
を

使
っ
た
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
の
審

査
委
員
長
を
務
め
て
い
た
だ
い

て
い
る
。

　
『
日
本
一
の
り
ん
ご
の
町
』

を
目
指
す
当
町
で
、
各
店
舗
の

特
徴
あ
る
ア
ッ
プ
ル
パ
イ
や
、

り
ん
ご
を
練
り
こ
ん
だ
蕎
麦
な

ど
の
商
品
開
発
の
ア
イ
デ
ア
も

語
ら
れ
た
。

大
切
な
モ
ニ
タ
ー
の	

	

役
割
を
自
覚
！石川�武さん

（福井）

　
町
に
は
50
集
落
あ
る
が
、
議

員
（
15
名
）
の
出
身
集
落
は
10

集
落
（
２
割
）
と
聞
く
。
議
員

は
出
身
集
落
の
み
で
な
く
、
町

全
体
を
代
表
し
て
お
り
、
各
議

員
の
活
動
が
町
全
体
を
対
象
と

し
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も

54
号
表
紙
説
明

　
「
あ
っ
!!
あ
っ
た
!!
」

　
ク
ラ
ス
の
編
成
表
を
前
に
賑

や
か
な
声
が
響
く
飯
綱
中
学
校

入
学
式
当
日
。

議
会
だ
よ
り
モ
ニ
タ
ー

生
の
声 

⑮

編集後記
　平成最後の議会で、新庁舎の
建設等を内容とした大型予算が
成立した。
　新時代に相応しい行政が望ま
れるとともに、議会も時代の変
化に対応した運営を行っていく
必要がある。分かりやすく、皆
さんに読んでいただける議会報
となるよう努めたい。

■ 6月定例会予定
6月3日～ 19日（17日間）
一般質問	 	 	 	
5日（水）・6日（木）
常任委員会		 	
10日（月）・11日（火）

編集委員
　　発　行　人　　清水　　滿
　　委　員　長　　清水　　均
　　副 委 員 長　　瀧野　良枝
　　委　　　員　　風間　行男
　　委　　　員　　伊藤まゆみ
　　委　　　員　　青山　　弘
　　委　　　員　　樋口　　功

飯
綱
町
町
民
講
座

ス
イ
ー
ツ
に
よ
る		
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